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第 ３ 回 箕 郷 地 域 審 議 会 

総合計画前期実施計画事業に係る質疑 

事業名 No 質疑 回答 

箕輪城跡保存整備事業につ

いて 

１ 箕輪城跡の保存整備を次世代に引き継いでいくた

め、行政と市民、ボランティア等を含め、役割や期待

することについて決まっている方針があれば教えて欲

しい。 

史跡整備等ハード事業は、今後も行政が行う。ソフ

ト事業については、現段階で、どこまでを行政が行い

どこまでを民間が行うかは決まっていない。しかし、

現在も箕輪城の来場者にボランティアの方が解説等を

行っている。将来的に整備が進めば、そのような活動

がさらに必要になってくると考えられるので、現在活

動している団体等の力をさらに活かしていけるよう今

後検討したい。 

２ 先日、犬山城を見学した。箕輪城と犬山城では地理

的条件が違うが、犬山城の近くには資料館が建設され

ていた。資料館があるとまた違った環境になる。箕輪

城に関係する出土品や資料を収集、整理できるような

環境整備ができないのか。また、大手門の入口に大型

バスが入れるようになると、観光客も増えるのではな

いか。道路整備と資料館の整備を検討してもらえるの

か。 

整備事業については、現在、短期計画として、二の

丸のトイレ設置などの施設や環境整備を行っており、

本丸やその周辺の整備を行うのが第一段階であると考

えている。資料館等の施設整備は今後の課題であり、

将来的に検討したいと考えている。また道路整備につ

いては、城跡の整備が進んでいく中で、必要があれば

関係部局と調整を図りながら検討したい。 
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その他の質疑 

内容区分 No 質疑 回答 

箕郷地域の物産販売の促進

及び開発事業について 

１ 現在、農業・畜産業共に非常に厳しいと思われる。

群馬を代表する農畜産業を次代に引き継ぐためにも物

産販売の促進、開発事業は、重要かつ必要と捉えてい

る。これら事業の取り組みについて、今後の予定はど

うなっているのか。 

ご指摘のとおり、現状の農業は従事者の高齢化や後

継者不足等大変厳しいものがある。しかし、一方では

食に対する安心・安全への関心は高く、多くの期待が

あることも事実である。 

そうした中、高崎市では合併に伴い新たな地域の中

で各種多様な農畜産物を取り扱うこととなり、農業は

ますます重要な産業の一つとなった。 

高崎市産農畜産物の消費の拡大を図っていくには、

積極的なＰＲを進め、ブランド化を図っていく必要が

あると認識している。 

高崎市は「地産地消」ならぬ「地産多消」をうたい、

県・ＪＡ・市で広報活動を行う実行委員会を組織し、

市内農畜産物のすばらしさを積極的にアピールし、そ

のブランド作りを進めるため、首都圏各所において「高

崎市産農畜産物」の広報・宣伝活動を進めている。特

に情報発信の一つとして、日本最大規模の飲食サイト

「ぐるなび」との連携では、シェフツアーや料理コン

テストの｢高崎賞｣協賛などを実施したほか、先日は東

京都恵比寿で高崎市が中心となった物産販売を行い、

ＰＲを行った。 

（次項へ続く） 
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箕郷地域の物産販売の促進

及び開発事業について 

（前項の続き） 

今後も関係機関が一層の連携を図り、各種活動が農

業者支援につながるよう実施していきたい。 

高崎の農産物は、価値に見合った評価を受けていな

いと思っている。 

今までは、農産物を売る手法というと、全国均一的

に全市町村で同じ事をやってきた。例えば、東京にあ

る群馬物産センターの「ぐんまちゃんち」へ知事や市

町村長が行って、ハッピを着て販売促進をやるという

のが古典的な手法で、昔から今まで変わっていない。

この手法はやらないよりはやったほうが良いとは思う

が、この手法だけでは販売できる量が少なすぎると思

っている。「地産地消」という言葉は現在では普通名詞

になり、地元で生産したものを地元が大切にして地元

で販売しようとすることであるが、これでは販売する

量が少なすぎる。 

これからの農業は、職業として成立しなければ後継

者が育たない。それには「地産多消」という考えのも

と、首都圏でたくさん販売できる仕組みを確立しなけ

ればならない。少し新しい手法として、ＪＡはぐくみ・

ＪＡたかさき・ＪＡたのふじの３つのＪＡに協力して 

もらい、食のトップ・サイト「ぐるなび」を活用した

（次項へ続く） 
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箕郷地域の物産販売の促進

及び開発事業について 

（前項の続き） 

販売促進活動を展開している。「ぐるなび」は首都圏に

多数の飲食店を傘下にしている情報サイトで、先ごろ

高崎市内に事務所を開設した。少々手間暇はかかった

が、「ぐるなび」の事務所が高崎にあるので、高崎産の

農産物の販売に力を入れてくれるということで、そこ

と組んで首都圏で高崎の農産物がたくさん売れるよう

に仕掛けている。恵比寿や渋谷など、トレンディーな

街で売れると、口コミがすごいので、販売量も増加す

ると思う。とにかくもっとたくさん販売できるように

するためには何でもやろうと思っている。 

二つ目に、１年半後に高崎に完成するスマートイン

ターチェンジの乗入れ口と出口の一番良い場所に、高

崎の農産物の大販売センターを造ろうと思っている。

取り扱うものは、高崎の農産物だけに絞るかどうか分

からないが、いろいろトライしていこうと思う。 

生産者も少し努力してもらわないといけない。例え

ば、箕郷の梅はすごい。しかし、私の首都圏に住む知

り合いは、箕郷の安い梅より本当に良いものをお土産 

に持って帰りたいと言う。このような需要に答えるた 

めの工夫が必要であると思う。現在の若い生産者はい 

ろいろとトライしているので、上手く需要とリンクさ

（次項へ続く） 



5 

箕郷地域の物産販売の促進

及び開発事業について 

（前項の続き） 

せて高崎の農産物がたくさん売れるようにしようとし

ている。うどんもそうで、讃岐うどんの店がたくさん

あったが、高崎うどんの店がないのは残念である。 

高崎産の価値の高い農産物をたくさん作っていただ

き、より販売量を増やすために、皆様と一致協力連携

していきたいと思っている。 

歩行者や自転車に配慮した

道路整備について 

１ 前回「安価な自転車交通整備」を要望したが、その

後の進捗状況はどのようになっているのか。 

また、例えば地域住民から特に危険な箇所をピック

アップして重点事業箇所とし、交通弱者や歩行者、自

転車の方を対象にした、高さや障害物などを考慮した

見やすい標識等を設置し、更に、その成果を市民から

アンケートを取る等して評価し、他のケースに活かし

ていくという考え等はあるのか。 

前回懇談会時に、歩行者や自転車に配慮した道路整

備をして欲しいとの要望があったので、課員に交通弱

者の視点で整備を行うよう指示した。全てがそのよう

な整備になったとまでは言えないが、小さな事だが、

自転車が滑らないように、金属製の蓋（グレーチング）

を以前より目の細かい物に入れ替えた。また、路肩が

崩壊しかけている場所等には、路肩の保護で舗装止め

等を行っている。また、歩行者が側溝に落ちないよう

に、蓋や、コンクリートを打ち、対処している。学校

付近の蓋については、歩行者が滑らないように滑り止

めの物を使用するようにしている。 

このような整備は、地域住民から危険と思われる箇

所を、区長を通して建設課へ要望をしてもらい、また、

小さな補修箇所等は通行人からの通報で対処してい 

る。 

（次項へ続く） 
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歩行者や自転車に配慮した

道路整備について 

（前項の続き） 

今後も工夫をして、効果が上がるような整備をして 

いきたい。 

ご提案の件は、地域住民から特に危険な箇所をピッ

クアップして頂き、重点事業箇所を位置づけてとある

が、学校区の中で、地域住民代表者・学校関係・行政

の３者で話し合い、重点箇所を位置づけ、整備手法等

の研究をしていきたいと思う。 

防災行政無線について １ 健康診断や有害鳥獣等のお知らせが開始前から終了

まで毎日朝晩放送されている。放送の期間が長く、ま

た朝晩２回と頻繁に放送されるので、防災無線の電源

を切っている家庭が多くあると思われるが、これでは

災害発生時に放送した場合に情報が伝わらないことが

懸念される。防災無線の使用方法を検討してもらいた

い。 

防災行政無線の使用方法を検討してもらいたいとの

ことであるが、防災情報や人命に係わる情報のみを放

送すると、使用頻度が極端に少なくなってしまい、実

際に使用できるかの確認が、定期点検時のみとなって

しまう。行政情報を放送することで防災行政無線が正

常に放送されているのかを確認するという点もある。 

また、せっかくの施設を防災情報だけでは、もった

いないという意見もある。 

このようなことから、支所としては、方法を工夫し

ながら使用していきたいと思っている。ご理解をお願

いしたい。 

鳴沢湖堤防災害復旧工事に

ついて 

１ 現在鳴沢湖堤防災害復旧工事が施工されているが、

工期が延長されていると思う。小学生は通学路を変更

して迂回をしており、また、農作物の運搬でも迂回を

している。完成時期はいつになるのか。 

昨年３月１１日の東日本大震災時、堤防に亀裂が生

じた。現在安全確保のため堤防上の市道を全面通行止 

めとし、堤防の災害復旧工事を施工している。当初の 

（次項へ続く） 
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鳴沢湖堤防災害復旧工事に

ついて 

（前項の続き） 

予定では６月末の工期であったが、工期を延期し１１

月末の完成予定である。 

遊休農地対策について １ 遊休農地が今後益々増加するという記事があった。

記事に前橋市が群馬県の補助を受けて遊休農地を減ら

していく方向であるとあった。記事では高崎市のこと

は書かれていなかったが、遊休農地を減らしていくこ

とについてどのように考えているのか。 

高崎市でも遊休農地は増加している。耕作をしない

農地については、遊休農地を貸してもらえる、または

活用してもらえる等の案内をしている。現在、農業委

員会でも遊休農地環境をどのようにするか検討してい 

る。地方公共団体ごとに事情が異なるので対策も違っ

ている。高崎市も問題意識を持っており、どのような

対策ができるのか一生懸命検討している。 


